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Ⅰ．はじめに
アニマルサイエンス学科では，学生たちの動物
や動物看護師に関する見聞を広げる目的で，2007
年度から海外実習を実施している（大辻，2013）．
2018年度の実習はアメリカで実施した．
今回の実習の参加学生数は千住から19名，東
京西から９名の計28名，引率教員は３名（宮田，
門多，濱野），旅行会社の添乗員１名であった．
日程表を表１に示した．主な実習先はパデュー大
学，ミズーリ大学コロンビア校，タイガープレイ
スの３か所であった．パデュー大学はアメリカで
は珍しく，獣医学部に獣医学科と獣医看護学科が
併設されており，日本人獣医師も数名勤務をして
いる．ミズーリ大学コロンビア校はミズーリ州で
最大の州立大学であり，人と動物の相互作用研究
所を運営，実際に動物介在活動などを積極的に取
り組まれているジョンソン教授が所属している．
タイガープレイスはペットと最期まで暮らせる高
齢者施設であり，実際にミズーリ大学コロンビア
校の学生も入居者のペットの世話や動物介在活動
を実施している．その他，今回の実習で訪問した
場所を含めて，順を追ってそれぞれの実習地での
内容について報告する．
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要約：　アニマルサイエンス学科では2007年度から海外実習を実施している．2018年度はアメリ
カのパデュー大学やミズーリ大学コロンビア校，タイガープレイスの３か所を主な訪問先として
夏休み期間中に６泊８日の旅程で海外実習を実施した．パデュー大学ではヒューマンアニマルボ
ンド研究で世界的に有名なアラン・ベック博士による講義や，行動治療科の動物看護師などから
お話を聞くことができた．ミズーリ大学コロンビア校では，動物介在活動などを積極的に取り組
まれているレベッカ・ジョンソン教授による講義やマイナー専攻で日本語を学習している現地の
大学生との交流をすることができた．タイガープレイスでは施設見学のほか，最新の研究内容の
紹介，学生からの活発な質疑応答で時間が足りない程であった．その他にも，訪問先近辺にある
農業関連施設や州の祭り，モニュメント，アニマルシェルターなど，多くの場所を訪問すること
ができた．帰国後，参加した学生から提出された実習日誌には，今後の学習意欲への動機づけ，
広い視野を得たという内容や，将来，渡米を視野にいれるようになった，日本とアメリカの違い
を肌で感じることができたなど生き生きとした言葉でまとめられていた．今回の海外実習は，参
加した学生にとっても引率した教員にとっても，とても有意義で内容の濃い実習にすることがで
きた．
表１　日程表
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Ⅱ．パデュー大学
パデュー大学はインディアナ州のインディアナ
ポリス中心部の郊外にある大学である．過去にも
本学科の教員が施設見学並びに動物看護学の教育
やカリキュラムに関しての調査を行い報告してい
る（加隈，2014）．
今回の訪問に際して，パデュー大学にて行動治
療を担当している尾形先生と，留学生との交流を
担当している国際関係課ディレクターのウィリア
ムさんを中心として，当日のプログラム等を検討
していただいた．今回，アメリカ到着から帰国日
まで，大型バス１台をチャーターし，専属の運転
手が同旅程を過ごした．しかし，アメリカのバス
運転手は前日から９時間以上空けないと翌日の運
転ができない規則があった．前日のホテル到着が
遅くなってしまったため，急遽パデュー大学へは
路線バス２本を乗り継いで向かうことになった
（図１）．
その結果路線バスに乗ったことで，町並みを見
ることができ，バス降車の合図の知らせ方（窓に
巡らされている紐を引く）など，早速日本との違
いに触れることができた．パデュー大学到着後は
ウィリアムさんが用意してくれたアメリカンブ
レックファストをいただいたのち，ヒューマンア
ニマルボンド研究で有名なアラン・ベック博士に
よる講義（図２）と，行動治療を担当している尾
形先生と，行動治療科専属の動物看護師ミンディ
さんによる講義（図３）があった．
アラン・ベック博士には，動物を飼育すること
による数多くの利点（例えば魚を見ることでリ
ラックス効果が得られ，血圧が下がる，自分の写
真に動物を一緒に入れると，相手にポジティブな
印象を与えるなど）について解説してもらった．
尾形先生とミンディさんからは，動物看護師の行
動科としての役割として，獣医師が示した方針に
近づけるように，飼い主と獣医の架け橋になる，
より飼い主の個人情報など細かいところまでを把
握し，それを活かしながら仕事をしている，と
いった内容であった．その後，ウィリアムさんが
用意してくれた昼食（たくさんの量のピザ）を食
べながら，４つのグループに分かれて，尾形先生
と，麻酔科を担当されている井上先生に動物病院
内を説明してもらった．特に印象的だったのは，
安楽死をするための専用の部屋が設けられてお
り，他の部屋よりもやや暗く，落ち着けるような
空間であった．
なお，パデュー大学は現在，日本のいくつかの
大学と留学等提携をしているとのことであった．
北里大学の獣医学部の学生がパデュー大学で実習
を行い，反対に，パデュー大学から北里大学に
は，教員が短期での留学をしているとのことで
あった．動物看護の分野では，酪農学園大学が数
年前から，学生２－３名の短期の実習を受け入れ
図１　路線バスを待っている様子
図２　アラン・ベック博士の講義の様子
図３　ミンディさんの講義の様子
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ているとのことだった．
今回，獣医看護学科長のビアンカ先生は，本学
からの実習生受け入れにも積極的であり，今後，
提携を視野にいれていきたい．
Ⅲ．Fair Oaks
パデュー大学での講義，病院見学後，大学から
約１時間の場所にある牧場を見学した．ここで
も，ウィリアムさんの助手であるチェルシーさん
が付き添ってくれた．この牧場は，乳牛と豚につ
いて，その生態などに関する説明も実施している
観光牧場であった．まずは，バスを乗り換えて豚
を飼育しているエリアへ向かった．ここでは，豚
の歴史などに関してのパネル展示（図４）や，飼
育スペースなどが見学できるようになっていた．
ちょうど産まれたての子豚（へその緒つき）に関
しての説明も行われた（図５）．かわいい子豚に
学生も釘付けだったが，成豚の飼育環境は，密集
しており（図６），やや疑問を持つ学生もいた．
その後，乳牛のエリアへ移動し，カウハッチや
フリーストール牛舎，円形の自動搾乳システム
（図７）を見学した．またちょうど産まれたての
子牛が立ち上がる瞬間と，分娩の様子を見学でき
た（図８）．命の誕生を目の当たりにした学生は，
何を思っただろうか．ただ，その環境を見学でき
るようになっているのは，動物福祉の観点から考
えると，これもどうなのかと考えさせられた．
図４　豚の歴史に関するパネル紹介
図５　子豚に関しての説明
図６　成豚の飼育場
図７　牛の自動搾乳システム
図８　牛の出産直後の様子
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Ⅳ．State Fair
アメリカでは，各州で農業祭のステートフェア
が夏の期間に開催されている．馬や羊，ヤギ，豚
などの品評会や，農作物の大きさや形などの品評
会，そして，農業用機器の展示販売，数多くの屋
台，移動遊園地など，広大な土地で開催されてい
た．パデュー大学もブースを設けており，そこで
は１日２回，犬に麻酔をかけて歯科処置をデモン
ストレーションしたり，子どもがぬいぐるみで手
術の縫合体験ができたり（図９），臓器を正しい
位置に置くクイズがある（図10）など，一般の
方が楽しんで動物の医療を学べる工夫もされてい
た．
午前中はウィリアムさんや，井上先生が，豚や
馬のエリアを説明してくれ（図11，12），その後
約３時間の自由時間（昼食も含めて）とした．
バディー（２人もしくは３人のグループ）以上
で，自由に屋台で好きなものを食べたり，見学し
たりと過ごした．ここでも，日本の農業祭や関連
イベントとの規模の違いなど，肌で直接感じ取っ
たようであった．
Ⅴ． Gateway Arch
セントルイスにあるアメリカの西部開拓のシン
ボルがゲートウェイアーチである．アメリカで一
番長いミシシッピ川沿いに建てられており，とて
も綺麗なアーチということで，観光客にも人気の
スポットである．今回，パデュー大学のあるラ
ファイエットから，ミズーリ大学コロンビア校へ
向けて大移動の途中に，このゲートウェイアーチ
の反対岸にある公園から見学をした．また，その
公園では１日１回，ゲートウェイアーチを模倣し
図９　子どもが手術の縫合体験がで
きるぬいぐるみ
図10　臓器の正しい位置を当てるク
イズ
図11　馬の品評会の様子
図12　品評会に参加する馬の控え場所
図13　ゲートウェイアーチの前で集合写真
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た巨大な噴水ショーを行っている．今回，セキュ
リティーの方のご厚意により，遠路東京から来た
我々のために特別に噴水ショーを見せてもらっ
た．ゲートウェイアーチは，観光客に手の上に乗
せたり，飲み込むようなフェイク写真（インスタ
グラムへの画像アップなど）を撮影するのにも人
気ということであったが，学生たちも，アーチ，
そして噴水ショーを各々楽しそうに写真撮影をし
ていた（図13）．
Ⅵ．ミズーリ大学コロンビア校
当日はジョンソン教授が直々にキャンパス内の
説明をしてくださった（図14）．ミズーリ大学 
の理念として，「Respect」「Responsibil ity」
「Discovery」「Excellence」を挙げており，キャ
ンパスの中央に柱が設置されており（図15），大
学入学時と卒業時に，この柱の中央を走り駆け抜
けるというイベントを年に１度行っている．　
新学期の際には，教員は学生に「Welcome 
Back」と声をかけている．そしてキャンパス内
全体が植物園のように，数多くの花や木が植えら
れており，そのネームプレートまで設置されてい
る．また，キャンパス内のカフェテリアはとても
広く，大学のロゴの入ったグッズのショップも充
実していた（図16）．多くの学生が大学のロゴの
入ったシャツなどを着用しており，大学愛が強い
ように感じた．本学の学生たちも，お土産におそ
ろいのシャツなどを購入していた．
キャンパス見学後，獣医棟に移動し，講義室に
てジョンソン教授のタイガープレイスに関する講
義が行われた（図17）．内容としては，タイガー
プレイスの目的や，実際にどういった活動をして
いるのかについてだった．タイガープレイスで
は，獣医学生が毎月１回，入居者のペットの健康
管理を行っている．また，入居者が一番不安に
思っているのが，ペットよりも自分が先に亡く
なった場合のことに関してだが，タイガープレイ
スでは，もしそのようなことがあった場合には，
タイガープレイス内に入居している他の方に飼っ
てもらえるように，まずは探すとのことだった．
それでも見つからない場合でも，入居者以外で飼
育してくれる方を探すということであった．ペッ
トと一緒に住むことで，入居者の方も明るく生活
をしているため，ペットとの生活を推奨してい
る．その他，入居者の方への接し方などについて
のポイントについても講義をしていただいた．
図15　キャンパス中央のモニュメント
図14　ジョンソン教授によるツアーの様子
図16　キャンパス内の大学グッズ売り場
図17　ジョンソン教授の講義
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講義後，マイナー専攻で日本語を勉強している
学生たちとの交流会を設けることができた．初め
はお互いに手探り状態で会話をしていたが，最後
は折り紙を一緒に折ったり，昼食を一緒に食べた
りしながら，将来のなりたい職業等，会話が弾ん
でいた（図18）．東京から持参した簡単なお土産
（100円ショップの日本風の物：扇子やがま口など）
をプレゼントしながら，別れを惜しんだ（図19）．
昼食後に，動物病院スペースを見学した．個人
情報のことがあるため，写真は禁止だった．小動
物エリアと大動物エリアと受付も分れており，小
動物エリアでは，レントゲン室やCT，PET-CT，
MRI装置を見学した．大動物エリアでは，麻酔
等の処置をするスペース，手術室，牛などの大型
動物からヤギなどの中型動物など，それぞれに合
わせた繋留スペースや，ストレスを極力与えない
ようにするために動物学者のテンプル・グラン
ディン博士が考案した牛の誘導路がサークル状に
なった搬入路などの施設を見学した．
Ⅶ．ドッグラン，ペットショップ
ミズーリ大学から近くの場所にあるドッグラン
が 併 設 さ れ て い る 公 園 （ T W I N  L A K E S 
RECREATION AREA）を訪れた．犬種の違い
や斜面・水辺など，３つのドッグランのエリアに
分かれていた（図20）．学生も，その場に遊びに
来ていた犬と触れ合いながら，日本との環境の違
いに驚かされていた．
その後，PET SMARTというペットショップ
にも立ち寄った．ここでも，日本のペットショッ
プとの規模や販売しているものの違いなどに驚か
された．学生たちも自分たちのペットにお土産を
購入していた．このペットショップでは，しつけ
教室と，トリミング室が併設されていた．
Ⅷ．タイガープレイス
当日はジョンソン教授が設立したResearch 
Center for Human-Animal Interaction（ReCHAI）
のグラッチェン博士と，タイガープレイスの施設
長が説明を行ってくれた．施設は平屋で，ゆとり
のある間取りだった．そのため，犬同士の喧嘩な
どもないようだ．施設からは，近所のクリニック
やスーパーへの送迎が定期的に出ているようで，
入居者も，よく利用されているとのことだった．
施設内には，当日のイベント事などが掲示物でわ
かるようになっていた．共用スペースには，ペッ
トを診察するスペース（動物病院という感じでは
なく，診察台の代わりにシンクを併用して診察を
行ったりするとのこと．入院用ゲージも一応あっ
たが，施設で対応できない場合には，近所の動物
病院に連れて行くとのこと．）や，ジム，バー，
シアター，食堂などがあった．入居スペースは，
図19　プレゼントの手渡し
図18　現地大学生との交流風景
図20　エリア分けの案内板
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１人用から２人用まで，部屋の広さによって７種
類もの部屋が用意されており，８割ほどの入居率
で，空室待ちは発生していないとのことだった
（図21）．また，隣接した場所に別棟があり，そ
ちらでは，より重度でリハビリや作業療法などが
必要な方のためのコミュニティーになっていた．
もし入居者が，リハビリ等が必要になった際に
は，軽度であれば訪問治療をしてくれる，もしく
は必要があれば別棟に一時的に引越すというのも
可能とのことだった．施設内にはいると，とても
いい匂いがしていたが，これは定期的に香りを変
えてアロマをたいているとのことだった．これも
入居者に対する心使いである．入居者には，いま
まで住んできた自宅と同じように生活をしても
らっているとのことだった．家族や友達が遊びに
来た時でも，一緒に泊まっていってもらっても構
わないし，料理を作る方は部屋のキッチンで作っ
てもらうし，入居者のスタイルに合わせていた．
施設の見学，質疑応答の後に，グラッチェン博
士 と， フ ラ ン ス か ら の 短 期 留 学 生 に よ る，
ReCHAIでの最新の研究内容に関してのレク
チャーもあった．論文公開前のため，詳細は避け
るが，猫の気質に関するものであった．昼食は施
設内の食堂にて用意をしていただいた．そして，
ここにも大学での講義を済ませた後にジョンソン
教授が来られて，最後に学生からの質問に丁寧に
答えてくれた．ジョンソン教授とは夕食２回，昼
食２回ご一緒にしていただき，最後の最後まで学
生のことを考えてくださった（図22）．
Ⅸ．アニマルシェルター
一度に大人数の見学は困ると言うことで，10
人ずつ，３グループに分かれて訪問した．訪問中
も，数組の一般の方が施設を訪れており，動物の
引き取り等をされていた．この施設では数人のス
タッフと，300人規模のボランティアで運営され
ており，当日も多くのボランティアの方が世話を
されていた．
ボランティアとしては，ミズーリ大学の学生
や，主婦，すでに仕事を引退された方たちが多い
ということだった．また，ボランティアが多すぎ
てシフトが組みにくい，もしくは少なすぎて大変
だ，というような話はないということであった．
この施設では，持ち込まれた犬に関しては，あ
る一定期間，施設外にある広めの個別のスペース
で管理され，健康確認を受けることになってい
る．猫舎，犬舎ともに，個体情報が細かく，性格
なども含めてわかるように掲示がなされていた．
また，スタッフのみが世話（飛び出す癖がある，
など）をする犬もわかるようになっていた．猫舎
では，遊べるようなフリースペースも併設されて
いた．犬舎も，どの犬種でも個室になっており，
ベッドも用意されていた．施設外にもドッグラン
が併設されており，施設内の臭いも気にならな
く，環境は比較的良いと感じた．しかし，ミズー
リにあるもう１か所のシェルターでは，吠え声等
の騒音もないほど，より環境が良いとのことで
あった．
この施設では，地域住人，ミズーリ大学獣医学
図21　入居スペースでの説明風景
図22　ジョンソン教授への質疑応答風景
宮田　拓馬，門多　真弥，濱野　佐代子
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部のシェルターメディスンプログラムなどと協力
し な が ら 運 営 を 行 っ て い る． ま た，100も の
Fosterファミリーが子猫などの世話を自宅で
行っているとのことだった．年に900,000ドル以
上ものコストがかかっているが，“Shelter Me”
という，スポンサープログラムがあり，それも活
用されているようだった．犬は400ドル，猫は
275ドルのスポンサー料だった．なお，シェル
ターには，犬と猫以外にも，今回はいなかった
が，ウサギなども受け入れているようであった．
Ⅹ．実習事前学習
今回の実習を実施するにあたって，現地での注
意点や持ち物の確認，訪問先の情報などに関し
て，各キャンパスで事前学習を実施した．その中
でも，今回訪問した，パデュー大学獣医看護学科
長のレベッカ先生が６月に来日されるということ
で，千住キャンパスにおいて特別講演を学科全学
年対象に実施することができた．アメリカでの動
物看護師の教育内容や職務などについての内容で
図23　パデュー大学獣医学部棟前のモニュメントを背景に集合写真
図24　ミズーリ大学キャンパス中央を背景に集合写真
図25　帰国日前日，お世話になったバスと運転手のラスさん，添乗員の
長澤さんとの集合写真
35
アニマルサイエンス学科海外実習報告：2018
あった．また，千住キャンパスと東京西キャンパ
スのそれぞれの実習参加学生の自己紹介，並びに
安全に関する合同の事前学習を行うため，両キャ
ンパスの大会議室において，テレビ会議も実施し
た．
実習中の安全管理として，学科で作成している
海外実習における「安全の手引き」を更新し学生
へ配布するとともに，リスクマネジメント講習も
実施した．実習中は常に２人以上のバディーを組
ませ，単独行動を禁止した．また外務省の「たび
レジ」に学生個人でも登録をさせた．
Ⅺ．最後に
今回の海外実習では，特に大きなトラブルもな
く，全行程を過ごすことができた（図23－25）．
帰国後，学生に配布をしていた実習日誌に感想を
記入させ提出をさせた．その内容には，各々の学
生が感じたこと，今後の学習意欲への動機づけの
など，普段の実習レポートでは見られないよう
な，生き生きとした言葉でまとめられていた．広
い視野を得たという内容や，将来，渡米を視野に
いれるようになった，日本とアメリカの違いを肌
で感じることができたなど，実習日誌の感想を読
んでいる我々も喜ばしく思える内容であった．今
回の海外実習は，参加した学生にとっても引率し
た教員にとっても，とても有意義で内容の濃い，
次に繋げられるような実習にすることができた．
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